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(57)【要約】
【課題】輝度の調節が可能で、且つ、高輝度を実現し、
光度分布が均一で長寿命の画像表示装置を提供する。
【解決手段】画像表示装置は、液晶表示部と、前記液晶
表示部の表示面と相対する裏面に面して設けられ、前面
で前記液晶表示部の裏面に面すると共に、前記前面と対
向する底面に反射シートを有し、前記前面及び前記底面
と垂直な側端面から入射した光を前記底面の前記反射シ
ートで反射して前記前面側に導く導光板と、前記導光板
の前記側端面に対向する発光面から前記側端面に対して
光照射するＬＥＤ素子と、を備え、前記ＬＥＤ素子は、
前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面に対し
て、前記ＬＥＤ素子の発光面の中心軸が、前記導光板の
前記底面側又は前記前面側のいずれかにずれて配置され
ている。
【選択図】図２



(2) JP 2009-244861 A 2009.10.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示部と、
　前記液晶表示部の表示面と相対する裏面に面して設けられ、前面で前記液晶表示部の裏
面に面すると共に、前記前面と対向する底面に反射シートを有し、前記前面及び前記底面
と垂直な側端面から入射した光を前記底面の前記反射シートで反射して前記前面側に導く
導光板と、
　前記導光板の前記側端面に対向する発光面から前記側端面に対して光照射するＬＥＤ素
子と、
を備え、
　前記ＬＥＤ素子は、前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面に対して、前記Ｌ
ＥＤ素子の発光面の中心軸が、前記導光板の前記底面側又は前記前面側のいずれかにずれ
て配置されている、画像表示装置。
【請求項２】
　前記ＬＥＤ素子は、前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面に対して、前記Ｌ
ＥＤ素子の発光面の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の前記底面側に含まれ
るように配置されている、請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記ＬＥＤ素子は、前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面に対して、前記Ｌ
ＥＤ素子の発光面の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の前記前面側に含まれ
るように配置されている、請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記ＬＥＤ素子は、
　　前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面に対して、前記ＬＥＤ素子の発光面
の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の前記前面側に含まれるように配置され
た上段ＬＥＤ素子と、
　　前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面に対して、前記ＬＥＤ素子の発光面
の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の前記底面側に含まれるように配置され
た下段ＬＥＤ素子と、
を有することを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記導光板の厚さ方向からみて、前記上段ＬＥＤ素子と、前記下段ＬＥＤ素子とは、交
互に配置されていることを特徴とする請求項４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記導光板の前記側端面に向かって開口する開口部を有する放熱板をさらに備え、
　前記上段ＬＥＤ素子と前記下段ＬＥＤ素子とは、前記放熱板の前記開口部に配置されて
いることを特徴とする請求項４又は５に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記導光板は、分散配置された前方散乱粒子を含むことを特徴とする請求項１に記載の
画像表示装置。
【請求項８】
　前記導光板は、前記液晶表示部の裏面と対向する前記前面側の間にプリズムシートを設
けたことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライト光源を備えた画像表示装置に関するものであり、特に、バック
ライト光源としてＬＥＤ素子を備えた画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年の画像表示装置では、液晶を用いたものが主流であり、ガラス上にＴＦＴを形成し
液晶を封じ込んだ液晶パネルに対し、その背面に設置されたバックライトから照射された
光を透過させて画像を表示している。それ故、明るく美しい高品質画像を得ようとすると
、バックライトは明るく、且つ、面上で均一でなければならない。
【０００３】
　従来、このような液晶パネルを用いた画像表示装置のバックライトの光源には、冷陰極
管が用いられて来たが、近年の技術的な進歩によってＬＥＤ素子の効率と輝度が著しく向
上し、冷陰極管並の効率と輝度が得られるようになってきた。そのために、特に、小型の
液晶表示装置のバックライト光源としてＬＥＤ素子が用いられるようになってきた。
【０００４】
　しかしながら、冷陰極が線状に発光するのに対して、ＬＥＤ素子の場合は点状に発光す
る。そのために、バックライト光源としてＬＥＤ素子を用いる場合、冷陰極管と同等の照
度を得ようとすると、低出力のＬＥＤ素子を多数用いるか、もしくは高出力のＬＥＤ素子
を用いて光の分散を効率的に行う必要がある。
【０００５】
　このような、点光源としてのＬＥＤ素子をバックライト光源として用いる例が多く開示
されており、特に発光面の光度分布を均一にする例（例えば、特許文献１、２参照。）や
、ＬＥＤ素子からの発生熱を放熱させて温度上昇を抑える例（例えば、特許文献３参照。
）などが開示されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２８５５７１号公報
【特許文献２】特開２００５－７９０３８号公報
【特許文献３】特開２００６－２１６２４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、近年、光源としてのＬＥＤ素子は小型化と高出力化が進展している。一
方で、これらの画像表示装置を用いた情報処理装置なども小型化あるいは携帯化が進み、
外部での使用などに際しての耐衝撃性、耐振動性や、屋内、屋外でも使用可能なように、
輝度のダイナミックレンジの広がりなどが要求されてきている。
【０００８】
　耐衝撃性や耐振動性を確保するためには、バックライト光源部を構成する導光板として
、従来のように厚みを厚くして剛性を高めることや、現行の冷陰極管を用いたバックライ
ト光源部の基本構造を用いることなどが要求される。一方で、このような条件で、小型の
ＬＥＤ素子を導光板の中間面とＬＥＤ素子の中心軸とを合致させるために、ＬＥＤ素子基
板に段差部を設けると、段差部によって放熱が阻害されるなどの課題が発生する。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、このような課題を解決して、輝度の調節が可能で、且つ、高
輝度を実現し、光度分布が均一で長寿命の画像表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る画像表示装置は、液晶表示部と、
　前記液晶表示部の表示面と相対する裏面に面して設けられ、前面で前記液晶表示部の裏
面に面すると共に、前記前面と対向する底面に反射シートを有し、前記前面及び前記底面
と垂直な側端面から入射した光を前記底面の前記反射シートで反射して前記前面側に導く
導光板と、
　前記導光板の前記側端面に対向する発光面から前記側端面に対して光照射するＬＥＤ素
子と、
を備え、
　前記ＬＥＤ素子は、前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面を含む平面に対し
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て、前記ＬＥＤ素子の発光面の中心軸が、前記導光板の前記底面側又は前記前面側のいず
れかにずれて配置されている。
【００１１】
　上記の構成によれば、厚みを有して剛性を有する導光板を用いて耐衝撃性、耐振動性を
有する画像表示装置を実現することができる。
【００１２】
　また、前記ＬＥＤ素子は、前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面を含む平面
に対して、前記ＬＥＤ素子の発光面の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の前
記底面側に含まれるように配置されていてもよい。
【００１３】
　上記の構成によれば、ＬＥＤ素子の光照射の中心軸と反射シートとの距離が短くなって
いるために、導光板の端部において、反射シートで反射して導光板から射出される光と導
光板を通過する光との間隔が短くなり、液晶パネル部に均一に光を入射させるための導光
板端部領域長さを短くすることができる。そのため、画像表示装置の額縁部を小さくし画
像表示装置として全体に小さくすることができる。
【００１４】
　さらに、前記ＬＥＤ素子は、前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面を含む平
面に対して、前記ＬＥＤ素子の発光面の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の
前記前面側に含まれるように配置されていてもよい。
【００１５】
　またさらに、前記ＬＥＤ素子は、
　　前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面を含む平面に対して、前記ＬＥＤ素
子の発光面の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の前記前面側に含まれるよう
に配置された上段ＬＥＤ素子と、
　　前記導光板の前記前面と前記底面との間の中間面を含む平面に対して、前記ＬＥＤ素
子の発光面の前記導光板の厚さ方向の両端部が、前記導光板の前記底面側に含まれるよう
に配置された下段ＬＥＤ素子と、
を有してもよい。
【００１６】
　上記の構成によれば、ＬＥＤ素子を多数配置することができる。また、それぞれのＬＥ
Ｄ素子への入力を制御して、輝度の調節が可能で、且つ、高輝度を実現する画像表示装置
を提供できる。
【００１７】
　また、前記導光板の厚さ方向からみて、前記上段ＬＥＤ素子と、前記下段ＬＥＤ素子と
は、交互に配置されていてもよい。
【００１８】
　上記の構成によれば、上段ＬＥＤ素子と下段ＬＥＤ素子とのそれぞれのＬＥＤ素子から
出射される光によって端部に発生する光の重畳による明暗現象を解消し、均一な光度分布
の画像表示装置を実現することができる。
【００１９】
　さらに、前記導光板の前記側端面に向かって開口する開口部を有する放熱板をさらに備
えてもよい。この場合、前記上段ＬＥＤ素子と前記下段ＬＥＤ素子とは、前記放熱板の前
記開口部に配置されていることが好ましい。
【００２０】
　上記の構成によれば、上段ＬＥＤ素子と下段ＬＥＤ素子とのそれぞれのＬＥＤ素子から
発生する熱を効果的に放熱させることができ、各ＬＥＤ素子への入力を容易に制御できる
。
【００２１】
　またさらに、前記導光板は、分散配置された前方散乱粒子を含んでもよい。
【００２２】
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　また、前記導光板は、前記液晶表示部の裏面と対向する前記前面側の間にプリズムシー
トを設けてもよい。
【発明の効果】
【００２３】
　以上のように、本発明の画像表示装置によれば、輝度の調節が可能で、且つ、高輝度を
実現し、光度分布が均一で耐衝撃性を有した携帯型に好適な画像表示装置を実現すること
を目的としている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態に係る画像表示装置について、添付図面を参照しながら説明
する。なお、図面において実質的に同一の部材には同一の符号を付している。
【００２５】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の概略を示す斜視図であり、図２は
、図１のＡ－Ａ線の部分断面図である。図１に示すように、画像表示装置１００は、周縁
部が樹脂製の筐体１０１で囲われ、その内部に液晶パネル１０２が設置されている。また
、図２に示すように、液晶パネル１０２は、液晶表示部と、バックライト光源部とにより
構成されている。液晶表示部は、前面ガラス基板１０３と、背面ガラス基板１０４と、前
面ガラス基板１０３と背面ガラス基板１０４との間に配置された液晶本体部２１２と、前
面ガラス基板１０３の上に設けられた射出側偏光板２１１と、背面ガラス基板１０４の上
に設けられた入射側偏光板２１３とを備える。さらに、バックライト光源部は、液晶表示
部の裏面に配置された導光板２２３と、液晶表示部の短辺方向片側の側端部に配置され、
導光板２２３の側端面に光照射する光源となるＬＥＤ素子２２１と、により構成されてい
る。導光板２２３は、ＬＥＤ素子２２１から放出される白色光２２２を前面側の液晶表示
部２１０に導く。また、導光板２２３は、背面に設置された反射シート２２４と、導光板
２２３の前面に配置されたプリズムシート２２５とを備える。また、導光板２２３内には
前方散乱粒子２２６が分散配置されている。
【００２６】
　まず、導光板２２３の機能について説明する。
　バックライト光源部のＬＥＤ素子２２１から出射した白色光２２２は、そのままでは、
液晶表示部を均一に光らせることができない。そのため、白色光２２２は導光板２２３の
側端面に導かれ、導光板２２３の底面に設置された反射シート２２４によって、面上で均
一に反射し、プリズムシート２２５で液晶表示部の裏面に対してほぼ垂直な光となって入
射する。液晶表示部に入射した光は、入射側偏光板２１３によって偏光されて、液晶本体
部２１２の内部に封入された液晶のねじれ角に応じた偏光となって出射する。出射光は、
射出側偏光板２１１によって部分的に遮られ、画面上に出てくる光量が変化して画素毎の
階調が決められる。この導光板２２３の厚みＤ２は、およそ０．６ｍｍ～３．５ｍｍの範
囲が好ましく、ここではおよそ３ｍｍのものを用いた。
【００２７】
　次に、画像表示装置１００のバックライト光源部のＬＥＤ素子２２１が配置された端部
領域の詳細な構成について説明する。本発明の実施の形態１においては、図２に示すよう
に、ＬＥＤ素子２２１は、導光板２２３の裏面に設置された反射シート２２４の基板２２
７と同一面に設けた絶縁板２２８に接合されている。一方、絶縁板２２８には熱伝導性の
良好な材料、例えばアルミニウム、銅などの金属材料などによって形成された放熱板２２
９が、熱伝導性の両面接着剤２３０などを介して接合されている。また、放熱板２２９は
Ｌ字形状などに加工され、その表面に放熱フィン２３１が設けられている。さらに、液晶
パネル１０２、ＬＥＤ素子２２１、放熱板２２９などが前面側の筐体１０１ａと底面側の
筐体１０１ｂとで構成される筐体１０１内に配置されて画像表示装置１００を構成してい
る。なお、各部材の材料は上記した材料に限られず、通常使用できるものであれば用いる
ことができる。
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【００２８】
　図２に示すように、ＬＥＤ素子２２１の厚みは、導光板２２３の厚みＤ２よりも小さく
なるように構成している。なお、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂは、およそ、縦方向（導光
板の厚さ方向）が０．５ｍｍ～３．０ｍｍの範囲、横方向（水平方向）が１．５ｍｍ～４
．０ｍｍの範囲がそれぞれ好ましい。ここでは、ＬＥＤ素子２２１として、発光面Ｂは、
縦方向０．８ｍｍ、横方向２．４ｍｍのものを用いた。
【００２９】
　図３は、特に、導光板２２３の側端面に対するＬＥＤ素子２２１の配置を示す概略断面
図である。ＬＥＤ素子２２１は、導光板２２３の前面と底面との間の中間面Ａ２に対して
、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂの中心軸Ａ１が、導光板２２３の中間面Ａ２よりも反射シ
ート２２４に近い底面側にずらして配置されている。さらに、ＬＥＤ素子２２１の発光面
Ｂの中心軸Ａ１が中間面Ａ２から導光板２２３の厚さの１／４以上ずれていることが好ま
しい。
　さらに、具体的には、上記に加えて、図３に示すように、ＬＥＤ素子２２１は、導光板
２２３の前面と底面との間の中間面Ａ２に対して、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂの導光板
２２３の厚さ方向の両端部が、導光板２２３の底面側に含まれるように配置されているこ
とがより好ましい。
【００３０】
　図４（ａ）は、導光板２２３の前面と底面との間の中間面Ａ２に対して、ＬＥＤ素子２
２１の発光面Ｂの中心軸Ａ１を中間面Ａ２に合わせた場合の導光板２２３内の光路を示す
概略断面図である。図４（ｂ）は、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂの中心軸Ａ１を中間面Ａ
２より底面側にずらした場合の導光板２２３内の光路を示す概略断面図である。図４（ｃ
）は、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂの中心軸Ａ１を中間面Ａ２より前面側にずらした場合
の光路を示す概略断面図である。
【００３１】
　図４（ａ）に示すように、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂの中心軸Ａ１を中間面Ａ２に合
わせた場合には、底面の反射シート２２４を反射した反射光は端部から距離Ｌで前面側に
出射する。一方、図４（ｂ）に示すように、ＬＥＤ素子２２１の発光面の中心軸Ａ１を底
面側にずらした場合、底面の反射シート２２４を反射した反射光は端部から距離Ｌ１で前
面側に出射する。上記のように、導光板２２３の厚さ方向で底面側にＬＥＤ素子２２１を
配置することによって、底面の反射シート２２４で反射して前面側から出射する距離をよ
り短くできる。これによって、前面側で筐体１０１ａによって液晶表示部２１０の端部を
覆う距離を短くできる。なお、図４（ｃ）に示すように、ＬＥＤ素子２２１の発光面の中
心軸Ａ１を前面側にずらした場合、底面の反射シート２２４を反射した反射光は端部から
距離Ｌ２で前面側に出射する。
【００３２】
　導光板２２３に入射した光は、導光板２２３を通過する間に前方散乱粒子２２６によっ
て散乱されるが、導光板２２３への入射端部近傍では光が拡散しにくく直進する。したが
って、図４（ａ）～（ｃ）に示すように、ＬＥＤ素子２２１からの出射角が同じ場合には
、ＬＥＤ素子２２１から出射し、導光板２２３の側端面から入射した光が、底面の反射シ
ート２２４を反射して導光板２２３の前面側から出射する距離Ｌ、Ｌ１、Ｌ２は、Ｌ１＜
Ｌ＜Ｌ２となる。つまり、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂの中心軸Ａ１を導光板２２３の中
間面Ａ２よりも反射シート２２４に近い底面側にずらした方が、底面の反射シート２２４
を反射して導光板２２３の前面側から出射する距離を短くできる。
【００３３】
　したがって、導光板２２３の端部において、液晶表示部２１０に均一に光を入射させる
ための導光板２２３の端部領域Ｈの長さを短くすることができ、画像表示装置１００の額
縁部を小さくし画像表示装置１００を全体に小さくできる。
【００３４】
　また、この場合には、導光板２２３の厚みを薄くする必要もない。そのために、バック
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ライト光源部の剛性を確保することができ、耐衝撃性、耐振動性を有する画像表示装置を
実現できる。さらに、ＬＥＤ素子２２１として、より小さなＬＥＤ素子を用いることがで
きるため、画像表示装置１００の導光板２２３の長辺方向に画像表示サイズ当たりに多数
のＬＥＤ素子を配列することができる。そのため、個々のＬＥＤ素子への入力を低減して
輝度を確保することができる。また、その場合には、ここのＬＥＤ素子の入力の可変範囲
を大きく取れ、屋内、屋外でも使用可能なように、輝度のダイナミックレンジを広くする
ことも可能となる。
【００３５】
（実施の形態２）
　図５は、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置のバックライト光源部の構成を示す
部分断面図である。実施の形態２に係る画像表示装置は、実施の形態１で述べた画像表示
装置１００と基本構成は同様であるが、実施の形態１とはＬＥＤ素子の配列が異なってい
る。すなわち、本発明の実施の形態２では、図４に示すように、ＬＥＤ素子２２１は、導
光板２２３の前面と底面との間の中間面Ａ２に対して、ＬＥＤ素子２２１の発光面Ｂの導
光板２２３の厚さ方向の両端部が、導光板２２３の前面側に含まれるように配置されてい
る点で相違する。
【００３６】
　実施の形態２に係る画像表示装置では、ＬＥＤ素子２２１を導光板２２３の前面側に設
けているので、底面側の反射シート２２４で反射して前面に出射するまでの光路長が長く
なる。このため、反射シート２２４で反射されたあと前面に出射するまでの光拡散効果が
大きくなり、明領域と暗領域とが生じることによる、いわゆる明暗現象（蛍現象）を解消
する効果が得られる。
【００３７】
（実施の形態３）
　図６は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置のバックライト光源部の構成を示す
部分断面図である。実施の形態３に係る画像表示装置は、実施の形態１で述べた画像表示
装置１００と基本構成は同様であるが、実施の形態１とはＬＥＤ素子の配列が異なってい
る。すなわち、本発明の実施の形態３では、図６に示すように、導光板２２３の厚み方向
に対してＬＥＤ素子２２１として、上段ＬＥＤ素子２２１ａと下段ＬＥＤ素子２２１ｂの
２段配置としている。この場合、上段ＬＥＤ素子２２１ａと下段ＬＥＤ素子２２１ｂの光
照射の発光面Ｂの中心軸Ａ１は、導光板２２３の厚み方向の中間面Ａ２とずれている。さ
らに、具体的には、上段ＬＥＤ素子２２１ａは、導光板２２３の前面と底面との間の中間
面Ａ２に対して、ＬＥＤ素子２２１ａの発光面Ｂの導光板２２３の厚さ方向の両端部が、
導光板２２３の前面側に含まれるように配置されている。下段ＬＥＤ素子２２１ｂは、導
光板２２３の前面と底面との間の中間面Ａ２に対して、ＬＥＤ素子２２１ｂの発光面Ｂの
導光板２２３の厚さ方向の両端部が、導光板２２３の底面側に含まれるように配置されて
いる。
【００３８】
　さらに、本発明の実施の形態３においては、図６に示すように、下段ＬＥＤ素子２２１
ｂは、導光板２２３の背面に設置された反射シート２２４の基板２２７と同一面に設けた
絶縁板２２８に接合されており、上段ＬＥＤ素子２２１ａは絶縁板２２８ａに接合されて
いる。これらの絶縁板２２８ａ、２２８ｂは、コの字形状として開口部２４０を有する放
熱板２３２の、開口部２４０側に熱伝導性の両面接着剤２３０ａ、２３０ｂを介して接合
している。放熱板２３２は、熱伝導性の良好な材料、例えばアルミニウム、銅などの金属
材料などによって形成され、コの字形状の垂直部２３２ｂには放熱フィン２３４が設けら
れている。
【００３９】
　このように、本発明の実施の形態３では、導光板２２３の端面に対するＬＥＤ素子２２
１の配列を、導光板２２３の厚み方向に上下２段の配列としている。したがって、本発明
の実施の形態３によれば、一つの導光板２２３に対して、従来に比べてＬＥＤ素子を多数
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配列することができる。
【００４０】
　例えば、従来は１０．４インチの表示サイズの液晶パネルに対して、短辺側にＬＥＤ素
子を３６個配置し、画面輝度を最大で２５０ｃｄ／ｍｍ２程度としていた。しかし、本発
明の実施の形態３によれば、ＬＥＤ素子２２１として、小さく、かつ出力効率の高いＬＥ
Ｄ素子を用いて、上段ＬＥＤ素子２２１ａ、下段ＬＥＤ素子２２１ｂとしてそれぞれ６０
個配列することが可能となる。この場合、上段ＬＥＤ素子２２１ａ、あるいは下段ＬＥＤ
素子２２１ｂだけで最大１０００ｃｄ／ｍｍ２の輝度を実現できる。さらに、上段ＬＥＤ
素子２２１ａと下段ＬＥＤ素子２２１ｂとの同時使用によれば最大２０００ｃｄ／ｍｍ２

の輝度を実現できる。
【００４１】
　したがって、本発明の実施の形態３によれば、個々のＬＥＤ素子２２１ａ、２２１ｂへ
の入力を制御したり、上段ＬＥＤ素子２２１ａと下段ＬＥＤ素子２２１ｂとをそれぞれ制
御したり、あるいはこれらを組み合わせて制御することによって、極めて輝度のダイナミ
ックレンジが広い画像表示装置を実現できる。そのため、これらの画像表示装置を搭載し
た情報処理装置を、屋内や屋外の明るさの環境に合わせて自由に使用できる。また、極め
て汎用性が高くポータビリティ性を高めた情報処理装置を実現できる。
【００４２】
　また、本発明の実施の形態３では、ＬＥＤ素子２２１からの発熱を放熱する放熱板とし
て、コの字形状の放熱板２３２を用い、その開口部２４０に上段ＬＥＤ素子２２１ａ、下
段ＬＥＤ素子２２１ｂを配置するようにしている。さらに、放熱板２３２の垂直部２３２
ｂには外部との放熱面積を増加させる放熱フィン２３４を設けている。そのために、それ
ぞれのＬＥＤ素子から発生する熱を効果的に放熱させることができ放熱板２３２を一体で
形成して、それぞれのＬＥＤ素子の冷却効率を高めることができる。
【００４３】
（実施の形態４）
　図７（ａ）は、本発明の実施の形態４における画像表示装置のバックライト光源部のＬ
ＥＤ素子２２１の配列を示す概略平面図である。図７（ａ）では、上段ＬＥＤ素子２２１
ａと、上段ＬＥＤ素子２２１ａから出射して導光板２２３に入射する入射光２５０を実線
で示している。一方、下段ＬＥＤ素子２２１ｂと、下段ＬＥＤ素子２２１ｂから出射して
導光板２２３に入射する入射光２５１を破線で示している。一方、図７（ｂ）は、画像表
示装置のバックライト光源部のＬＥＤ素子を同一面内で一列に配置した構成を示す平面図
である。図７（ａ）に示すように、実施の形態４に係る画像表示装置では、ＬＥＤ素子２
２１は、導光板２２３の厚さ方向からみて、上段ＬＥＤ素子２２１ａと、下段ＬＥＤ素子
２２１ｂとを交互に配置している。また、導光板２２３の側端面から見ると、上段ＬＥＤ
素子２２１ａと下段ＬＥＤ素子２２１ｂとをジグザグ配置している。
【００４４】
　実施の形態１で述べたように、導光板２２３に入射した光は、導光板２２３を通過する
間に前方散乱粒子２２６によって散乱されるが、導光板２２３への入射端部近傍では光が
拡散しにくく直進する。そのため、図７（ｂ）に示すように、ＬＥＤ素子２２１を同一面
内で一列のみで配列した場合には、導光板２２３への入射端部近傍で光度分布に明領域Ｅ
と暗領域Ｆとが発生する明暗現象（蛍現象）が発生する。すなわち、隣り合うＬＥＤ素子
２２１からの光が重畳される部分ではそれ以外の領域よりも明るくなる明領域Ｅが発生す
る。
【００４５】
　このような明暗現象は、導光板２２３の端部から所定距離だけ離れた領域では、導光板
２２３内に分散配置された前方散乱粒子２２６によって光が拡散するため発生しなくなる
。したがって、画像表示装置の有効表示領域に明暗現象が発生する領域が入らないように
、画像表示装置１００の額縁部長さを上記所定距離だけ長くする必要がある。この額縁部
長さが長くなると、それだけ有効表示領域が狭くなってしまう。
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【００４６】
　一方、図７（ａ）に示すように、本発明の実施の形態４では、導光板２２３の平面に対
して、上段ＬＥＤ素子２２１ａと下段ＬＥＤ素子２２１ｂとが交互になるように配置して
いる。そのため、上段ＬＥＤ素子２２１ａからの入射光２５０と、下段ＬＥＤ素子２２１
ｂからの入射光２５１とがそれぞれ重畳されると共に、光拡散効果によって全ての領域で
明るい状態となり、明暗現象（蛍現象）の発生を抑制することができる。
【００４７】
　したがって、光の重畳による明暗現象を解消して、均一な光度分布の画像表示装置を実
現し、画像表示装置の額縁部長さも短くすることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明に係る画像表示装置は、輝度の調節が可能で、且つ、高輝度、長寿命、小型の画
像表示装置を実現し、携帯型の情報処理装置用の画像表示装置として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の構成を示す概略斜視図である。
【図２】図１におけるＡ－Ａ線の部分断面図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係る画像表示装置のバックライト光源部のＬＥＤ素子の
導光板に対する配置を示す概略断面図である。
【図４】（ａ）は、ＬＥＤ素子の発光面の中心軸と導光板の中間面とを一致させた場合に
、ＬＥＤ素子から導光板に入射した光の光路を示す概略断面図であり、（ｂ）は、ＬＥＤ
素子の発光面の中心軸を導光板の中間面より底面側にずらした場合のＬＥＤ素子から導光
板に入射した光の光路を示す概略断面図であり、（ｃ）は、ＬＥＤ素子の発光面の中心軸
を導光板の中間面より前面側にずらした場合のＬＥＤ素子から導光板に入射した光の光路
を示す概略断面図である。
【図５】本発明の実施の形態２に係る画像表示装置の端部の構成を示す概略断面図である
。
【図６】本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の端部の構成を示す概略断面図である
。
【図７】（ａ）は、本発明の実施の形態４に係る画像表示装置のバックライト光源部のＬ
ＥＤ素子の配置を示す概略平面図であり、（ｂ）は、ＬＥＤ素子を同一平面内で一列に配
置した場合の概略平面図である。
【符号の説明】
【００５０】
１００　画像表示装置
１０１　筐体
１０２　液晶パネル
１０３　前面ガラス基板
１０４　背面ガラス基板
２１０　液晶表示部
２１１　射出側偏光板
２１２　液晶本体部
２１３　入射側偏光板
２２０　バックライト光源部
２２１　ＬＥＤ素子
２２１ａ　上段ＬＥＤ素子
２２１ｂ　下段ＬＥＤ素子
２２２　白色光
２２３　導光板
２２４　反射シート
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２２５　プリズムシート
２２６　前方散乱粒子
２２７　基板
２２８，２２８ａ，２２８ｂ　絶縁板
２２９，２３２　放熱板
２３０，２３０ａ，２３０ｂ　両面接着剤
２３１，２３４　放熱フィン
２３２ｂ　垂直部
２４０　開口部
２５０，２５１　入射光

【図１】

【図２】

【図３】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够控制亮度并实现高亮度并且具有均匀的光
强度分布和长寿命的图像显示装置。 ŽSOLUTION：图像显示装置包
括：液晶显示单元;导光板，其设置成面向液晶显示单元的后表面，该后
表面与液晶显示单元的显示表面相对，在导光的前表面上面向液晶显示
单元的后表面该板，在与前表面相对的底表面上具有反射片，并且构造
成通过形成在底表面上的反射片反射从垂直于前表面和底表面的侧端面
入射的光。将反射光传导到前表面; LED元件，用于从与导光板的侧端面
相对的发光表面向侧端面发光。 LED元件以这样的方式布置：LED元件
的发光表面的中心轴从前表面和前表面之间的中间表面移动到导光板的
底表面侧或前表面侧中的任一个。导光板的底面。 Ž
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